
                                 
 

エムポックス（Mpox）の診療指針 ver. 2.1 (2023年 5月 29日作成)   
国立国際医療研究センター病院 国際感染症センター 

疫学  エムポックスは、オルソポックスウイルス属のエムポックスウイルス（mpox 

virus）による急性発疹性疾患であり、本邦では4類感染症に位置づけられてい

る。1,2 

 1970年にヒトでの感染が確認されて以来、中央アフリカから西アフリカにかけて

流行している。 

 エムポックスウイルスはCladeⅠ（コンゴ盆地 Clade）とCladeⅡ（西アフリカ 

Clade、Clade ⅡaとⅡbに分かれる）の2系統が確認されている。CladeⅠによる

感染例の死亡率は10％程度であるのに対し、CladeⅡによる感染例の死亡例は1％

程度と報告されている。1,2 

 2022年5月以降、欧州や米国等、これまで流行がみられなかった複数の国と地域

で渡航歴がなくエムポックス患者との疫学的リンクの確認できない患者が複数報

告され世界的な流行となっている。世界的な流行を受け、世界保健機関（World 

Health Organization: WHO）は、2022年7月21日にエムポックスの流行を国際的

に懸念される公衆衛生上の緊急事態（Public Health Emergency of 

International Concern：PHEIC）に該当すると宣言し, 2023年2月9日に開催され

た緊急委員会においても引き続きPHEICに該当すると判断した。3,4,5 

 今回の流行はClade Ⅱ a/bによるものであり、男性間の性交渉を行う者（Men 

who have Sex with Men: MSM）における性交渉時の皮膚・粘膜接触による感染事

例が多く報告されている。3 

 2022年 1月 1日から 2023 年 3月 27日までに、WHOの発表では、欧米を中心に

110ヵ国と地域で 86,724例の確定例、112例の死亡例）が報告されている。死亡

例が多い主な国は米国 38例、ペルー20例、ブラジル 15例である。3 

 日本では、2023年 1月以降、海外との接点のないエムポックスの症例の報告発

生が増加傾向にあり、2023年 3月 30日までに、合計 82例が報告されている

（死亡例の報告はない）。1 

臨床症状 【潜伏期間】 

 潜伏期は通常 6-13 日（最大 5-21 日）である。今回の流行に基づく推計では、中

央値は 8.5日と報告されている。2, 6 

 

【古典的な症状】 

 発熱、頭痛、リンパ節腫脹などの前駆症状が 0-5 日程度持続し、発熱の 1-3 日後

に皮疹が出現する。2,6 

 リンパ節腫脹は顎下、頸部、鼠径部に見られる。天然痘や水痘では、通常リンパ

節腫脹を伴わないので、リンパ節腫脹の有無は鑑別において重要と考えられてき

た。2,6,7 

 皮疹は典型的には顔面から始まり体幹部へと拡大する。各皮疹は、原則として紅

斑→丘疹→水疱→膿疱→結痂→落屑と段階が移行すると報告されている。2,6 

 エムポックスでは手掌や足底にも皮疹が出現することなどが、水痘との鑑別に有



                                 
 

用とされる。 

 

【今回の流行での症状】2,3 

 発熱、頭痛、リンパ節腫脹などの前駆症状が必ずしも認められない事例が報告さ

れている。 

 今回の流行では、皮疹の性状が従来の報告とは異なる場合がある。具体的には病

変が会陰部・肛門周囲や口腔などの局所に集中しており、全身性の発疹が見られ

ない場合がある。口腔内や陰部の粘膜疹が先行することもある。 

 エムポックス患者の体に現れる皮疹は、ある一時点においてすべて同一段階の症

状であると言われてきたが、今回の流行では異なる段階の皮疹が同時にみられる

ことがあり、例えば、紅斑と丘疹が同時に見られることがある。 

 肛門直腸病変による肛門痛・テネスムス・下血や、陰茎・尿道病変による排尿困

難をきたした事例も報告されている。 

 

【海外からの報告】 

 欧州 16 カ国 43施設から報告された 528例のまとめでは、発疹が 95%に認められ、

うち 64%は発疹の数が 10個以下であった。発疹の部位は、性器周辺 (73%)、体幹・

腕・脚 (55%)、顔面 (25%)、手掌・足底 (10%)で、同時に異なる時相の発疹を認

めた。発疹に先行する全身症状は発熱 62％、リンパ節腫脹 56％、倦怠感 41%で、

粘膜病変は 41%（直腸炎、テネスムス、下痢、咽頭痛、嚥下時痛、喉頭蓋炎など）

に認めた。8 

 

【日本からの報告】 

 厚生労働省の公表情報によると、2023年 3月 30日までに報告された 82例におい

て、5 例を除いた 77 例に何らかの症状を認めた。有症状 77 例における臨床症状

は、発疹 73例（94.8％）、発熱 56 例（72.7％）、リンパ節腫脹 28例（36.4％）、

倦怠感 20 例（26.0％）、頭痛 10 例（13.0％）、咽頭痛 8 例（10.4％）、 筋肉痛 6

例（7.8％）、肛門直腸痛 6 例（7.8％）、その他の皮膚病変 3 例（3.9％）、下痢 2

例（2.6％）、咳嗽 1例（1.3％）、浮腫 1例（1.3％）であった。2 

 

【発症前の感染性】 

 エムポックスの症状は、通常エムポックスウイルスに感染後 3週間以内に始まる。

2023年 2月における米国 CDCからの新しい知見によると、一部の症例は、症状が

現れる 1-4 日前から、感染性を認める可能性が指摘されている。9 発症前の感染

性に関しては、引き続き知見の収集が行われている。 

 

エムポック

スを疑う臨

床的なポイ

ント 

・ エムポックスを疑うポイントは、①皮疹（特に性器や肛門周囲）、②発熱やリンパ

節腫脹などの全身症状、③性交渉歴や海外渡航歴がある、などである。 

・ 従来の典型的なエムポックスの臨床経過と異なり、今回の流行では以下の点に注

意する必要がある。 



                                 
 

 今回の流行の症例においては、MSM が多数を占めるとされている。しかし小

児や女性の症例も報告されており 3、年齢や性別によってエムポックスの可

能性を除外できるわけではない。 

 異なる段階の皮疹が同時にみられることがある。 
 発熱やリンパ節腫脹などの全身症状を伴わずに会陰部や肛門周辺の皮疹のみ

で発症することがある。 

 肛門痛、テネスムス、下血、排尿困難を来した事例も報告されている。 

・ 他の性感染症との重複感染が起こりうる。よって他の疾患との診断がついても、エ

ムポックスの同時感染を除外できるわけではない。 
 最近のエムポックスの症例報告では、エムポックスの診断が確定するまでに、性

器や肛門周囲の疼痛のある潰瘍性病変に対して臨床的に性器ヘルペスや梅毒を想

定した治療が行われていた。そのため、エムポックス以外の疾患として治療介入

後も病変が改善しない場合は、エムポックスを疑う必要がある。 

鑑別疾患 【性器・肛門周辺の皮膚病変】 
性器ヘルペス、梅毒、帯状疱疹、毛嚢炎、伝染性軟属腫など 

【直腸炎】 
淋菌、クラミジア、梅毒、性器ヘルペス、赤痢アメーバ症など 

【全身の発疹】 
水痘、麻疹、風疹、梅毒、急性 HIV 感染症、カポジ水痘様発疹症、手足口病、伝染

性単核球症、ツツガムシ病、日本紅斑熱など 
 

・ 多数ある鑑別疾患の中で、エムポックスとの重要な鑑別疾患（天然痘、水痘、梅毒、

性器ヘルペス、手足口病）の臨床的特徴を表 1 に示す。診療する際は、各疾患の季

節性や流行状況も念頭にいれ鑑別を行う。 
 エムポックスと鑑別疾患（性器ヘルペス、梅毒、水痘、伝染性軟属腫）の臨床写

真を別添 1 に示す。 

エムポック

スを疑う臨

床的状況の

事例 

 20 代女性、1 ヶ月前にナイジェリアに渡航し、帰国直前に現地でリスに噛まれた。

帰国後、3 日間続く発熱、リンパ節腫脹、その後に顔面に皮疹を認め受診。 
 30 代女性、海外渡航歴なし、この数週間で複数の男性と性交渉歴あり。発熱はな

いが、数日前から全身に皮疹を認めたため受診。水痘・麻疹・風疹は既感染もし

くはワクチン接種歴あり。HIV 抗体検査・梅毒の血清学的検査陰性。 
 30 代男性、MSM、海外渡航歴なし、この数週間で複数の男性と性交渉歴あり。3

日間続く発熱、リンパ節腫脹、その後に顔面に皮疹を認め受診。 
 40 代男性、海外渡航歴なし、2 週間前に初対面の皮疹のある女性との性交渉歴

あり。数日前から痛みをともなう性器・肛門の皮疹を認めたため受診。梅毒の血

清学的検査陰性。性器ヘルペスが疑われバラシクロビルを処方されたが、数日後

の再診時にも疼痛や皮膚病変は増悪傾向。 

保健所への

届出、疑い

例及び接触

・ エムポックスは、我が国では感染症法上の４類感染症に位置づけられており、当該

感染症の患者もしくは無症状病原体保有者を診断した医師、当該感染症により死

亡した者及び当該感染症により死亡したと疑われる者の死体を検案した医師は、



                                 
 
者に関する

暫定症例定

義 

ただちに最寄りの保健所への届出を行う必要がある。 

・ 2023 年 3 月 31 日時点における、エムポックスを疑う患者（以下「疑い例」とい

う。）及びその接触者に関する暫定症例定義は下記である。10 

（１）「疑い例」の定義：原則、下記の①～②全てを満たす者を指す。 

① 少なくとも次の 1つ以上の症候を呈している。 

 説明困難*１な急性発疹（皮疹又は粘膜疹） 

(*１) 水痘、風しん、梅毒、伝染性軟属腫、アレルギー反応等のその他の急性発疹

を呈する疾患によるものとして説明が困難であることをいう。ただし、これらの疾

患が検査により否定されていることは必須ではない。 

 発熱（38.5℃以上） 

 頭痛 

 背中の痛み 

 重度の脱力感 

 リンパ節腫脹 

 筋肉痛 

 倦怠感 

 咽頭痛 

 肛門直腸痛 

 その他の皮膚粘膜病変 

② 次のいずれかに該当する。 

 発症 21 日以内に複数または不特定の者と性的接触があった。 

 発症 21 日以内にエムポックスの患者、無症状病原体保有者又は①を満たす者との

接触（表 2レベル中以上）があった。 

 臨床的にエムポックスを疑うに足るとして主治医が判断をした。 

 

（２）「接触者」の定義：エムポックスの患者（確定例）又は疑い例と、表 2 に示す接

触状 

況があった者を指す。 

表 2. 接触状況による感染リスクのレベル 

 

 

 



                                 
 
感染経路  感染した人や動物の皮膚の病変・体液・血液との接触（性的接触を含む）、患者

との接近した対面での飛沫への長時間の曝露によってヒトからヒトに感染する。 

 皮疹の痂皮をエアロゾル化することで空気感染させた動物実験の報告があるもの

の、実際に空気感染を起こした事例は確認されていない。 

 アフリカに生息するリス等の齧歯類をはじめ、ウサギ、サルなどウイルスを保有

する動物との接触により人に感染する。 

感染対策 11 ・ エムポックスの主な感染対策は接触予防策と飛沫予防策である。接触予防策では、

特に皮疹や痂皮、浸出液などとは直接的に接触しないように注意する。また、痂

皮や浸出液で汚染された衣類やリネンなど、物品を介した感染にも注意する。 
・ エムポックスが空気感染を起こすことは確認されていないが、麻疹や水痘などの

空気感染を起こす感染症との臨床的な鑑別が困難であるため、それらが否定でき

ない間は空気予防策の実施が求められる。 

・ 医療従事者がエムポックス確定患者に接する場合（検体採取時含む）は、 N95マ

スク、手袋、ガウン、眼の防護具を着用し（患者のリネン類を扱う者や清掃担当

者も同様とする）、患者を換気良好な部屋に収容する。 

・ 手洗い、アルコールによる手指衛生を頻回に行う。 

・ 患者が使用したリネン類は診断が確定するまでなるべく触れずに管理し、診断が

確定してから適切な処理を行う。 

・ 確定患者のリネン類は病変や体液からの感染性粒子が飛散する可能性があるため

ビニール袋等に入れて運搬し洗濯機に入れる。 

・ 洗濯後は再利用可能である。 

・ 患者が滞在した環境は通常に清掃を行い、その後消毒（消毒用エタノール等を用

いる）を行う。 

・ 疑い例や確定患者には可能な限りサージカルマスクを着用させ、皮膚病変はガー

ゼなどで被覆する。 

・ 詳細な方法に関しては、「エムポックス患者とエムポックス疑い例への感染予防

策（国立感染症研究所、国立国際医療研究センター病院 国際感染症センタ

ー）」11を参照。 

自宅におけ

る感染対策

10 

・ 免疫不全者、妊婦、12歳未満の小児との接触を控える。 

・ 発症中は他人の肌や顔との接触、性的接触を控える。また、エムポックスについ

ては性的接触による感染が指摘されていることから、症状が消失した後も、すべ

ての皮疹が消失してから原則 8 週間、性的接触を控え、感染伝播のリスク回避に

心がける。 

・ 他者との寝具、タオル、食器の共用を避ける。 

・ アルコール等の消毒剤を使用した手指衛生を行う。 

医療従事者

の職業曝露

における感

染対策 

・ 海外から、検体採取時の針刺し事故による感染事例が複数報告されていることか

ら、12－15 医療従事者は特に検体採取時における感染対策に注意する必要がある。 

・ 特に皮膚病変の穿刺時の針刺し事故による感染事例が散発されていることから、

皮膚病変が固い場合などは、無理に穿刺を行わないことも大切である。 

・ 確定例のみならず、疑い例の検体採取時にも注意が必要である。 



                                 
 

・ 万が一、針刺し事故を起こしてしまった場合は、直ぐに洗浄を行い、天然痘ワク

チンの曝露後接種に関する臨床研究への参加について最寄りの保健所に相談す

る。 

・ エムポックス症例が使用した病室内で手が触れる部分（トイレの便座、椅子の座

面、携帯電話、お風呂など）からウイルスが検出されたことから、16 医療従事者

は適切な感染防止対策を講じる必要がある。 

隔離解除 ・ 全ての皮疹が痂皮となり、全ての痂皮が剥がれ落ちて無くなるまで（概ね 21日間

程度）は上記の感染対策を継続する。 

検査 ・ エムポックス患者の血液検査所見に関する知見は乏しい。 

・ 類似疾患である天然痘では、前駆期で白血球増多、血小板減少が、発疹期で白血

球増多がみられることがある。 

・ 重症例では DICの所見がみられる。 

診断 ・ 2023 年 3 月 31 日時点で、日本国内では薬事承認された診断方法がない。確定診

断のためには行政検査による確定診断が必要となる。 

・ 疑い例の症例定義に該当する者を診察した場合又は民間検査会社における研究用

試薬を用いた検査により陽性と判明した場合には、最寄りの保健所に連絡して、

水疱や膿疱の内容液や蓋、あるいは組織を用いた行政検査による確定検査（PCR検

査）を行う。 

・ 検体採取に関する詳細については、「病原体検出マニュアル エムポックスウイル

ス（第 3版（令和 5年 5月国立感染症研究所）」17を参照。 

・ 診断のための検体は、皮膚病変が最も適切であると報告されている。欧州 16カ国

43施設からの 528例の患者における検体別の PCR診断の陽性割合は、皮膚または

肛門・陰部の病変 97%、鼻咽頭検体 26％、血液 7％、尿 3％であった。8また、ス

ペイン 181 例の患者における皮膚病変と咽頭スワブ検体におけるウイルス量を比

較したところ、皮膚病変の方におけるウイルス量が多かった（Ct値 22 vs 33、p

＜0.001）。18 

・ ウイルス分離・同定や、ウイルス粒子の証明、蛍光抗体法などの方法も知られて

いるが、抗原検査や抗体検査は交差反応が多く特異的な診断には至らない。 

病態 【治療方針に関わる主な 3つの病態】 

・ エムポックスの病態は、国際的に、重症例、ハイリスク例、軽症例の大きく次の

3つのグループに分類され、治療方針を検討されており、以下の病型に分類する。

19-23 

① 重症例： 

次のうち、少なくとも 1つの状態がある場合 

・ 直腸出血などの出血性病変 19-23 

・ 皮膚病変の数が多く（100個以上 23）癒合している（播種性病変含む）19-23 

・ ウイルス性敗血症、細菌性敗血症の合併 19,20,21,22 

・ エムポックスによる脳炎・脊髄炎 19-23  

・ エムポックスによる眼球または眼窩周囲の病変 19-21,23  

・ 入院を要するエムポックス又はその合併症による病態がある 19-23 



                                 
 

・ 重篤な後遺症をもたらす可能性のある解剖学的領域への侵襲がある場合（咽頭、

陰茎、外陰部、膣、尿道、直腸、肛門病変、特にデブリードマンなどの外科的介

入を必要とするもの、など）19,20 

 

② ハイリスク例： 

次のうち、少なくとも 1つの状態がある場合 

・ 免疫不全（免疫不全を有する HIV感染症（CD4陽性リンパ球数 200/μL未満）、白

血病、悪性リンパ腫、全身性悪性腫瘍、固形臓器移植患者、原発性免疫不全症、

免疫抑制剤*、放射線治療などを受けているもの）19-23 

※免疫抑制剤：アルキル化剤・代謝拮抗薬・腫瘍壊死性因子阻害剤・高用量のコル

チステロイドなど 

・ 小児（12歳未満 23）19-23 

・ 妊娠中・授乳中 19-23 

・ 重度の皮膚疾患（アトピー性皮膚炎、重度のにきびなど）19-23 

 

③ 軽症例 

・ ①、②以外 19-23 

 

【合併症・注意が必要な病態】 

・ 今回の流行における頻度の多い合併症として、蜂窩織炎、直腸炎・直腸穿孔・肛

門直腸周囲膿瘍、急性喉頭蓋炎、前立腺炎などが報告されている。8 

・ 稀であるが、注意が必要な病態として、ウイルス性肺炎 24、心筋炎 25，26、結膜炎

27-29、関節炎・骨髄炎 30、播種性病変 31、脳炎・脊髄炎 32,33が報告されており、播

種性病変や脳炎・脊髄炎を起こした場合は重症化しているため、特に注意が必要

となる。 

・ HIV、梅毒、淋菌、クラミジアなど、その他の性感染症に同時に感染している事例

も報告されており、注意が必要である。 

 

【無症状病原体保有者】 

 無症状病原体保有者が複数の国から報告されている。ベルギーでは、性感染症ク

リニック通院中で淋菌・クラミジアの検査を受けた 224 例の男性において 3 例

（1.3％）が PCR陽性となった。34フランスでは、MSM200例に PCR検査を実施した

ところ 13例（6.5％）が PCR陽性となった。検体採取時は 13例全員が無症状であ

ったが、その後 2人がエムポックスの症状を発症した。35 

 日本においても、2023年 3月 30日までに報告された 82例のうち 5例が、発生届

出提出時は無症状であった。1 

 無症状病原体保有者の感染性に関しては、引き続き知見の収集が行われていると

ころであるが、エムポックスについては性的接触による感染が指摘されているこ

とから、当該者においては、少なくとも検査陽性判明日を起算日として原則 8 週

間、性的接触を控え、感染伝播のリスク回避に心がけることがのぞましい。10 



                                 
 

 

治療 ・ 対症療法が原則である。 

・ 日本では、2023年3月31日時点で利用可能な薬事承認された特異的な治療薬はな

い。 

・ 特異的治療薬として欧州・米国等で承認されている天然痘治療薬テコビリマット

は、エムポックスにおける有効性も示唆されており、欧州においては、エムポッ

クスの治療への適応が承認されている。 

・ 欧州・米国等においては、上記病態の①重症例、②ハイリスク例においてテコビ

リマットの投与が推奨または検討されている。 

・ 今般、国内で発生したエムポックスの患者に対してテコビリマットを投与し、安

全性・有効性を評価する臨床研究を国立国際医療研究センター病院等において開

始している。当該研究に関する情報は、臨床研究等提出・公開システム（jRCT）

で公開されている。36,37 

・ 海外における播種性病変、脳炎・脊髄病変を伴う重症例の症例報告では、テコビ

リマットに加え、シドフォビル、ワクシニア免疫グロブリンなどの併用による症

例が報告されている。32,33,38-40 さらに、眼病変の合併を認める場合は、トリフル

ジン点眼薬を併用されている症例が報告されているが、28,29 いずれの薬剤も、

2023年3月31日時点で、日本未承認である。 

・ HIVに対する抗レトロウイルス療法（Antiretroviral Therapy：ART）未導入でコ

ントロール不良なHIV患者に重症なエムポックスを認めた場合、致命率の高い免

疫再構築症候群（Immune Reconstitution Inflammatory Syndrome：IRIS）を起

こした事例が複数報告されている。24, 29,41-43 そのため、コントロール不良なHIV

患者に重症なエムポックスを認めた場合のART導入のタイミングについては、慎

重な検討が考慮される。43 

 

【合併症のマネジメント】 

・ 合併症として細菌性肺炎や蜂窩織炎を発症する場合があるため、適宜治療を行

う。 

・ 咽頭病変、肛門周囲病変や直腸炎による疼痛が強い場合がある場合は、適宜鎮痛

治療を行う。実際に、今回の流行における入院の主な理由の 1 つが疼痛コントロ

ールであると報告されている。8,44 

・ 病変による疼痛が強い場合があるため、適宜鎮痛治療を行う。 

・ 不安や鬱などの気分の障害を訴える場合があるため対応が必要となりえることに

留意する必要がある。 

 

曝露後予防

10 

・ 天然痘ワクチンは、エムポックスの患者との接触後に発症・重症化を予防する効

果が期待されるとされており、WHO は暫定ガイダンスにおいて、日本で生産され

ている天然痘ワクチン（乾燥細胞培養痘そうワクチン LC16（弱毒生ワクチン）：

KMバイオロジクス社製。以下「LC16 ワクチン」という。）を推奨ワクチンに位置

付けている。 



                                 
 

・ LC16ワクチンについては、2022年 8月にエムポックスに対する適応が追加承認さ

れたが、一般には流通していないこと、更なる知見の収集を推進する観点から、

国立国際医療研究センター病院において、エムポックスの接触者（表 2 レベル中

以上）に対して LC16 ワクチンの接種を行ったものを対象に、安全性・有効性を評

価する臨床研究を実施している。 

・ 当該研究に関する情報は、UMIN 臨床試験登録システム(UMIN-CTR)で公開されてい

る。45 

・ エムポックスの患者と接触後 14 日以内にワクチン接種を行うことで予防効果が

あるとされている。10 

・ 曝露後予防前に HIV 感染症などの免疫不全の可能性を考慮し、必要に応じて HIV

などの検査を検討する。 
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表 1．エムポックスとの重要な鑑別疾患（天然痘、水痘、梅毒、性器ヘルペスウイルス感染症、手足口病）の臨床的特徴 
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